
分野（危険度）別の特定空家等の分布（令和4年9月末時点）

保安上危険【危険度１】是正済（1,685件） 保安上危険【危険度１】未是正（688件）



分野（危険度）別の特定空家等の分布（令和4年9月末時点）

保安上危険【危険度２】是正済（21件） 保安上危険【危険度２】未是正（16件）



分野（危険度）別の特定空家等の分布（令和4年9月末時点）

保安上危険【危険度3-1】是正済（1件） 保安上危険【危険度3-1】未是正（19件）



分野（危険度）別の特定空家等の分布（令和4年9月末時点）

保安上危険【危険度3-2】是正済（79件） 保安上危険【危険度3-2】未是正（17件）



分野（危険度）別の特定空家等の分布（令和4年9月末時点）

保安上危険以外 是正済（400件） 保安上危険以外 未是正（99件）



各年度受付の特定空家等の是正による件数の減少について

 平成27年度以前に建築基準法に基づき指導を行ってい

た老朽危険家屋の内、住家や一部居住長屋など使用され

ているものを除く、365件について空家法（平成28年）
に引き継がれた。その１年後には７割、２年後には４～

５割、３年後には４割、４年後に３割と是正によって減

少し、現在２割になっている。
 平成２８年度以降、空家法の対象として各年度で通報等

を受けた特定空家等は、その年度末には、３割が是正さ

れ７割となり、その後１年で４～５割、２年で３～４割、
３年で2～３割、４年で２割になっている。

 年数の経過に伴い、是正割合は下がるものの、一定の割

合で是正が進んでいる。

未是正の特定空家等の推移（経過年数）
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